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研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
五
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

准
教
授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

教

授

菊

池

勇

夫
（
日
本
近
世
史
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授

間

瀬

幸

江
（
Ñ
å
ï
μ
文
学
・
演
劇
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

大

平

聡
（
日
本
古
代
史
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）

教

授

高

田

紀
代
志
（
科
学
史
・
科
学
論
）



(  )

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

教

授

土

屋

純
（
地
理
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

今

高

義

也
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
思
想
史
）

客

員

研
究
員

井

上

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政

学
）

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´

6
ï
¼
ú
研
究
）

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）



(  )

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

佐
々
木

民

夫
（
岩
手
県
立
大
学
教
授
・
日
本
文
学
）

客

員

研
究
員

妹

尾

哲

志
（
専
修
大
学
法
学
部
准
教
授
・
政
治
史
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

豊

山

亜

希
（
国
立
民
族
学
博
物
館
〔
現
代
Ÿ
ï
Å
地
域
研
究
拠
点
〕
拠
点
研
究
員
・
南
›
´
›
美
術
史
）

客

員

研
究
員

中

村

忠

生
（
兵
庫
県
立
錦
城
高
等
学
校
教
諭
・
教
育
心
理
学
）

客

員

研
究
員

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

「
家
族
文
化
m
総
合
的
研
究
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』




(  )

『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№


三

二
〇
一
五
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
公
演

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
二
時
Š
Œ
（
＝
本
学
音
楽
館
Ë
ï
·
ï
記
念
×
ú
ç
）

「
八
重
山
諸
島
m
芸
能
j
触
’
‘
―
琉
球
大
学
八
重
山
芸
能
研
究
会
j
Š
‘
公
演
―
」

共
催

本
学
音
楽
学
会
・
国
際
文
化
学
会
・
本
学
生
涯
学
習
·
ï
»
ú

〈
共
同
研
究
「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
（
木
）
午
後
五
時
一
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
都
市
部
m
墓
J
‹
見
‘
現
代
沖
縄
―
「
霊
園
型
墓
地
」
g
\
m
利
用
者
―
」

報
告
者

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日
（
水
）
午
後
五
時
一
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
人
˜
描
L

人
g
生
L
‘
―
「
μ
Â
ï
Å
«
å
μ
」
g
C
E
選
択
―
§
Ò
æ
£
ç
・
é
ë
ú
ç
g
n
何
者
J
」

報
告
者

間

瀬

幸

江
（
本
学
一
般
教
育
科
准
教
授
）



(  )

二
○
一
六
年
二
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
¬
Ç
›
・
ç
¥
村
落
j
I
P
‘
女
性
^
`
m
É
8
Ä
ë
ú
ª
」

報
告
者

椎

野

若

菜
（
東
京
外
国
語
大
学
›
´
›
・
›
Ñ
æ
¦
言
語
文
化
研
究
所
准
教
授
）

「
家
内
˜
越
G
‘
女
性
m
共
同
性
―
東
北
»
Ÿ
農
村
j
I
P
‘
住
民
組
織
m
事
例
J
‹
―
」

報
告
者

木

曽

恵

子
（
本
学
非
常
勤
講
師
%
本
研
究
所
客
員
研
究
員
）

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
五
年
四
月
―
二
〇
一
六
年
三
月
）

市
野
澤

潤

平

准
教
授

海
外
研
修
（
»
Ÿ
%
二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
）

今

林

直

樹

教
授

研
究
Ê
ú
Ä
「
先
島
諸
島
m
地
理
・
民
俗
・
歴
史
―
宮
古
諸
島
g
八
重
山
諸
島
―
」
（
『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
一
二
〇

号
%
二
〇
一
五
年
六
月
）

大

平

聡

教
授

講
演
録
「
吉
野
盟
約
m
意
味
―
持
統
簒
奪
王
権
w
m
疑
問
―
」
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
四
八
号

二
〇
一
五
年

三
月
三
一
日

宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所


～

頁

講
演
等

「
戦
後

周
年
˜
迎
G
e
―
小
学
校
m
日
誌
J
‹
見
‘
戦
争
m
時
代
―
」
二
〇
一
五
年
四
月
一
一
日

記
念
講
演

主
催
者



(  )

N
‹
V
g
民
主
主
義
%
史
跡
・
緑
˜
守
‘
多
賀
城
懇
話
会

会
場

多
賀
城
市
市
民
活
動
±
Ù
ú
Ä
·
ï
»
ú

「
世
界
遺
産
平
泉
―
歴
史
研
究
者
m
立
場
J
‹
―
」
二
〇
一
五
年
六
月
二
七
日
「
平
泉
世
界
遺
産
m
日
」
³
ï
Ù
´
¡
Ü
『
平

泉
―
文
化
g
V
e
m
環
境
』
³
ï
Ù
´
¡
Ü
Í
É
å
ú
g
V
e
問
題
提
起

主
催

岩
手
県
県
南
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
観

光
労
働
商
業
課

会
場

中
尊
寺
本
堂

「
学
校
m
資
料
˜
保
存
V
生
J
X
―
宮
城
県
f
m
調
査
・
保
存
活
動
m
経
験
J
‹
―
」
二
〇
一
五
年
六
月
二
八
日

歴
史
教
育

者
協
議
会
第
六
七
回
大
会
準
備
報
告

主
催
者

宮
城
県
歴
史
教
育
者
協
議
会

会
場

茂
庭
荘

「
小
学
校
m
日
誌
J
‹
^
h
‘
›
´
›
・
太
平
洋
戦
争
期
m
登
米
市
」
二
〇
一
五
年
七
月
二
六
日

特
別
展
講
演
会

主
催
者

登
米
市
歴
史
博
物
館

会
場

亘
理
家
住
宅

「
気
仙
沼
・
本
吉
地
域
m
学
校
資
料
―
県
内
有
数
m
学
校
資
料
群
m
保
存
g
活
用
j
向
P
e
―
」
二
〇
一
五
年
八
月
六
日

研

修
会
講
演

主
催
者

気
仙
沼
・
本
吉
地
方
文
化
財
保
護
委
員
連
絡
協
議
会

会
場

æ
›
μ
・
›
ú
ª
美
術
館

「
学
校
m
資
料
˜
保
存
V
生
J
X
―
宮
城
県
f
m
調
査
・
保
存
活
動
m
経
験
J
‹
―
」
二
〇
一
五
年
八
月
一
〇
日

歴
史
教
育

者
協
議
会
第
六
七
回
大
会

主
催
者

一
般
社
団
法
人
歴
史
教
育
者
協
議
会

会
場

東
北
学
院
大
学
土
樋
¨
9
ï
Í
μ

「
『
学
校
日
誌
』
J
‹
~
^
›
´
›
・
太
平
洋
戦
争
―
昭
和
m
子
h
„
^
`
g
小
学
校
―
」
二
〇
一
五
年
九
月
五
日

芳
賀
町
総

合
情
報
館
講
座

戦
後

年
˜
考
G
‘


主
催
者

芳
賀
町
総
合
情
報
館

会
場

芳
賀
町
総
合
情
報
館

「
学
校
資
料
m
保
存
g
活
用
」
二
〇
一
五
年
一
〇
月
七
日

全
国
研
究
会
講
演
会

主
催
者

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会

会

場

東
北
大
学
片
平
T
N
‹
×
ú
ç

「
学
校
日
誌
j
^
h
‘
昭
和
m
気
仙
沼
（
戦
前
編
）
」
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
四
日

第
一
回
P
Z
™
k
}
学
講
座

主
催
者



(  )

気
仙
沼
市
文
化
遺
産
活
用
検
討
実
行
委
員
会

会
場

気
仙
沼
市
市
民
会
館

「
国
指
定
史
跡

鳥
海
柵
跡
³
ï
Ù
´
¡
Ü
」
¯
ú
Ã
4
É
ú
Ä

二
〇
一
六
年
二
月
一
三
日

主
催
者

金
>
崎
町
教
育
委

員
会

会
場

金
¬
崎
町
中
央
生
涯
教
育
·
ï
»
ú

調
査
等

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校

四
月

九
日

資
料
調
査
説
明
%
提
案
%
受
諾
T
’
‘

四
月
一
六
日

第
一
回
資
料
調
査
・
保
全
作
業

五
月

一
日

第
二
回
資
料
調
査
・
保
全
作
業

五
月

七
日

第
三
回
資
料
調
査
・
保
全
作
業

五
月
二
八
日

第
四
回
資
料
調
査
・
保
全
作
業

二
〇
一
六
年
二
月
二
二
日

第
五
回
資
料
調
査

村
田
町

五
月
二
六
日

村
田
歴
史
~
‹
C
館
第
一
回
資
料
調
査
（
村
田
第
一
小
学
校
旧
蔵
資
料
）

六
月

二
日

村
田
歴
史
~
‹
C
館
第
二
回
資
料
調
査
（
村
田
第
一
小
学
校
旧
蔵
資
料
）

登
米
市

六
月

四
日

登
米
市
立
中
津
山
小
学
校
資
料
調
査

六
月
一
〇
日

登
米
市
立
米
山
東
小
学
校
資
料
調
査



(  )

白
石
市

六
月
二
六
日

白
石
市
立
越
河
小
学
校
・
斎
川
小
学
校
・
大
平
小
学
校
・
南
中
学
校
・
白
石
第
一
小
学
校
・
白
川
小
学
校
資

料
所
在
確
認
調
査

六
月
三
〇
日

白
石
市
立
白
川
小
学
校
第
一
回
資
料
調
査

七
月

三
日

白
石
市
立
白
川
小
学
校
（
第
二
回
）
・
白
石
第
一
小
学
校
・
大
平
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業

七
月
一
〇
日

白
石
市
立
深
谷
小
学
校
・
福
岡
小
学
校
・
白
石
第
二
小
学
校
・
大
鷹
沢
小
学
校
資
料
所
在
確
認
調
査
%
白
石

市
立
小
原
小
学
校
資
料
調
査

七
月
三
〇
日

白
石
市
立
深
谷
小
学
校
・
福
岡
小
学
校
資
料
調
査
・
保
全
作
業

七
月
三
一
日

白
石
市
立
大
鷹
沢
小
学
校
・
白
石
第
二
小
学
校
資
料
調
査

川
崎
町

八
月

三
日

川
崎
町
立
川
崎
小
学
校
%
旧
本
砂
金
小
学
校
資
料
調
査

九
月
二
五
日

川
崎
町
立
川
崎
第
二
小
学
校
・
富
岡
小
学
校
日
誌
調
査

気
仙
沼
市

九
月
一
〇
日

気
仙
沼
市
立
松
岩
小
学
校
日
誌
調
査

九
月
一
一
日

気
仙
沼
市
立
大
島
小
学
校
伊
達
政
宗
像
調
査

一
〇
月

二
日

気
仙
沼
市
立
津
谷
小
学
校
日
誌
調
査

一
〇
月

八
日

気
仙
沼
市
立
津
谷
小
学
校
・
松
岩
小
学
校
資
料
補
充
調
査



(  )

一
二
月

三
日
～
四
日

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
資
料
整
理
作
業
指
導

一
二
月
一
一
日

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
資
料
整
理
作
業
指
導

二
〇
一
六
年
一
月
七
日
～
八
日

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
資
料
整
理
作
業
指
導

二
月
二
五
日

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
資
料
整
理
作
業
指
導

三
月
八
日
～
九
日

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
資
料
整
理
作
業
指
導

涌
谷
町

一
一
月
二
七
日

涌
谷
町
立
月
将
館
小
学
校
資
料
補
充
調
査

展
覧
会
（
展
示
制
作
・
資
料
提
供
）

市
制
施
行

周
年
・
戦
後

周
年
企
画
展
「
戦
争
g
N
‹
V
」
展

二
〇
一
五
年
六
月
二
七
日
～
八
月
三
〇
日

登
米
市
歴
史

博
物
館

資
料
提
供

「
学
校
日
誌
j
記
T
’
^
仙
台
空
襲
」
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
～
七
月
一
二
日
「
戦
災
復
興
展
」
m
¯
ú
Æ
ú
展
示

主
催
・

会
場

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

「
七
〇
年
前
%
気
仙
沼
f
„
戦
争
K
終
•
.
^
―
学
校
資
料
J
‹
知
‘
R
h
„
m
N
‹
V
―
」
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
～
八
月

一
五
日

作
製
・
展
示

共
催

気
仙
沼
市
教
育
委
員
会

会
場

æ
›
μ
・
›
ú
ª
美
術
館

菊

池

勇

夫

教
授

著
書
『
五
稜
郭
m
戦
C
』
（
吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一
五
年
九
月
）

論
文
「
近
世
史
料
j
~
‘
居
久
根
（
Ÿ
«
É
）
m
諸
相
」
（
『
平
成
二
六
年
度
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調
査
研
究
報
告
書
』
一
関
市
博



(  )

物
館
%
二
〇
一
五
年
三
月
）

論
文
「
越
境
X
‘
飢
人
g
領
主
的
対
応
―
天
保
四
・
五
年
m
秋
田
藩
g
弘
前
藩
m
場
合
―
」（
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』

第
四
九
号
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

講
義
録
「
近
世
m
飢
饉
・
災
害
j
c
C
e
考
G
‘
―
東
北
地
方
（
八
戸
藩
）
m
天
明
m
飢
饉
˜
中
心
j
―
」
（
花
部
英
雄
・
松
本
孝

三
編
『
語
Œ
m
講
座

伝
承
m
創
造
力
―
災
害
g
事
故
J
‹
m
学
r
』
三
弥
井
書
店
%
二
〇
一
五
年
五
月
）

書
評
「
檜
皮
瑞
樹
『
仁
政
Ÿ
Ã
¥
é
©
ú
g
›
Ÿ
È
統
治
』
˜
読
™
f
」
（『
人
民
m
歴
史
学
』
第
二
〇
五
号
%
東
京
歴
史
科
学
研
究

会
%
二
〇
一
五
年
九
月
）

£
8
·
Ÿ
「
榎
本
旧
幕
府
軍
m
箱
館
支
配
」
（
『
本
郷
』
第
一
二
〇
号
%
吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

講
演
「
真
澄
J
‹
近
世
史
˜
探
‘
―
湯
浴
~
X
‘
人
々
―
」（
新
春
菅
江
真
澄
講
演
会
%
菅
江
真
澄
研
究
会
主
催
%
協
働
大
町
Ï
ç
%

二
〇
一
六
年
一
月
九
日
）

報
告
「

・

世
紀
m
本
寺
山
谷
地
域
―
村
落
社
会
m
変
容
˜
中
心
j
―
」
（
第

回
村
落
調
査
研
究
会
%
一
関
市
博
物
館
%
二
〇

一
五
月
八
月
一
八
日
）

報
告
「
場
所
経
営
j
I
P
‘
煙
草
m
機
能
―
ä
Ÿ
½
場
所
˜
例
j
―
」
（
公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü
「
北
海
道
・
東
北
˜
中
心
g
X
‘
北

方
交
易
圏
m
理
論
的
枠
組
~
構
築
m
^
ƒ
m
総
合
的
研
究
」
二
〇
一
三
～
一
五
年
度
科
研
費
・
研
究
代
表
者
百
瀬
響
%
余
市
町

教
育
委
員
会
主
催
%
余
市
中
央
公
民
館
%
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
九
日
）

報
告
「
東
北
m
飢
饉
史
K
伝
G
‘
R
g
―
社
倉
論
˜
中
心
j
―
」
（
日
本
村
落
研
究
学
会
東
北
地
区
研
究
例
会
%
東
北
学
院
±
Â
å

Ÿ
Ä
μ
Â
ú
³
;
ï
%
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
二
日
）



( ? )

報
告
「
一
八
世
紀
前
期
m
村
社
会
m
変
容
―
享
保
m
本
寺
・
山
谷
人
数
改
帳
˜
読
‚
」
（
平
成
二
七
年
度
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調

査
報
告
会
%
一
関
図
書
館
%
二
〇
一
六
年
二
月
二
一
日
）

講
義
「
江
戸
時
代
m
飢
饉
」
（
公
民
館
教
室
・
歴
史
教
室
%
利
府
町
公
民
館
%
二
〇
一
五
年
九
月
七
日
）

講
義

｢｢
社
倉
」
m
歴
史
的
意
義
―
近
世
後
期
～
近
代
初
期
˜
中
心
j
―
」（
安
藤
昌
益
g
千
住
宿
m
関
係
˜
調
x
‘
会
・
公
開
講
座
%

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
%
東
京
芸
術
·
ï
»
ú
九
階
第
一
会
議
室
）

木

村

春

美

准
教
授

論
文

``S
tu

d
e
n
ts'

p
erce

p
tio

n
o
f
(
in
)

civ
ility

to
w

ard
g
ro

u
p
m

ates'',
In

G
.
G

itsak
i
&

T
.
A

le
x
io

u
(
E

d
s.)

,C
urrent

is-

sues
in

second
/foreign

language
teaching

and
teacher

education:R
esearch

and
practice,

(
N

e
w

ca
stle

u
p
o
n

T
y
n
e
,

U
K

:
C

a
m

b
rid

g
e

S
ch

o
la

rs
P

ress,
2
2
8
2

4
5
,
2
0
1
5
)

研
究
Ê
ú
Ä

``A
co

o
p
e
ra

tiv
e

a
p
p
ro

a
ch

to
w

a
rd

re
ad

in
g

a
lo

u
d

in
L

2
classro

o
m

s'',
(B

ulletin
of

M
iyagi

G
akuin

W
om

en's
U

niversity,
1
2
0
:
1
7

3
6
,
2
0
1
5
)

学
会
発
表

``W
h
e
n

m
y

p
e
e
rs

a
re

n
o
t
n
ice

to
m

e
,
...:

C
la

ssro
o
m

(In
)

civ
ility

'',
In

tern
a
tio

n
a
l
A

sso
cia

tio
n

fo
r
th

e
S
tu

-

d
ie

s
o
f

C
o
o
p
e
ratio

n
in

E
d
u
catio

n
,
U

n
iv

e
rsity

C
o
lleg

e
L

illeb
a
e
lt
(
D

e
n
m

a
rk
)

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
日
）

学
会
発
表

``W
h
a
t

is
L

2
in

to
le

ra
n
ce

o
f

am
b
ig

u
ity

lik
e?''

T
o
h
o
k
u

E
L

T
E

x
p
o
(
S
e
n
d
ai)

（
二
〇
一
五
年
一
二
月
六
日
）

九

里

順

子

教
授

論
文
「
室
生
犀
星
%
芭
蕉
受
容
g
句
作
」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
〇
号

二
〇
一
五
年
七
月
）

評
論
「
林
火
%「
俳
句
g
C
t
短
詩
」
」
（
『
鬣
』
五
八
号

二
〇
一
六
年
二
月
）



( @ )

書
評
「
打
田
峨
V
…
™

句
集
『
光
速
樹
』
」
（
『
鬣
』
五
五
号

二
〇
一
五
年
五
月
）

書
評
「
松
本
恭
子

句
集
『
花
陰
』
／
£
8
·
Ÿ
『
`
M
’
\
E
i
Œ
™
S
m
皮
m
夜
祭
Œ
』
」
（
『
鬣
』
五
七
号

二
〇
一
五
年
一

一
月
）

書
評
「
´
;
ç
´
:
・
Ì
»
Ÿ
â
『
£
é
Â
4
³
¶
Ü
』
」
（
『
鬣
』
五
八
号

二
〇
一
六
年
二
月
）

時
評
「
文
学
展
示
会
時
評
「
北
杜
夫
―
h
N
g
‘
Ú
ï
Ø
¡
m
生
涯
―
」
仙
台
文
学
館
」
（
『
鬣
』
五
六
号

二
〇
一
五
年
八
月
）

俳
句
「
九
里
_
Ñ
é
æ
¼
」
（
『
里
』
一
四
七
号

二
〇
一
五
年
六
月
）

随
筆
「
V
A
•
Z
%
\
’
g
„
J
.
R
Š
T
」
（『
鬣
』
五
五
号

二
〇
一
五
年
五
月
）

随
筆
「
色
硝
子
m
Ü
ú
Å
・
¯
ú
å
μ
」
（
『
鬣
』
五
六
号

二
〇
一
五
年
八
月
）

随
筆
「
æ
Ø
ï
・
¬
ú
¨
／
蝶
々
結
r
」
（
『
鬣
』
五
七
号

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

随
筆
「
Þ
¼
ï
m
街
角
」
（
『
鬣
』
五
八
号

二
〇
一
六
年
二
月
）

随
筆
「
食
m
泉
」
一
四
五
～
一
五
〇
回
（
「
白
魚
m
目
」
「
小
鳥
˜
食
x
‘
」
「
杏
˜
思
E
」
「
都
市
m
Ý
é
ï
」
「
§
å
μ
m
Ú
¦
é

Ç
」
「
蟹
m
味
」『
河
北
新
報
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日
～
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
五
日
）

学
会
発
表
「
『
若
菜
集
』
%
恋
愛
詩
j
I
P
‘
果
実
」
（
第
四
二
回
島
崎
藤
村
学
会
全
国
大
会

二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日

於
仙
台

§
ú
Ã
ï
Í
è
μ
）

新

免

貢

教
授

論
文

「
初
期
¨
æ
μ
Ä
教
j
I
P
‘
弟
子
像
変
遷
m
軌
跡
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
四
七
号
』
二
〇
一
六
年
三



( A )

月
三
十
一
日
%
一

－

五
十
一
頁
）

「
大
学
教
育
現
場
J
‹
m
嘆
L
g
希
望
」
（
『
日
本
脱
¦
ç
Ä
協
会
会
報

二
十
一
号
』
二
〇
一
五
年
三
月
%
十
七

－

二
十
七
頁
）

学
会
研
究
発
表

「
¦
Ú
å
大
司
教
m
暴
力
論
j
関
X
‘
再
評
価
m
試
~
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
十
四
回
学
術
大
会
%
二
〇
一
五
年
九
月
六
日
%

創
価
大
学
）

「
聖
書
g
暴
力

―
中
絶
医
射
殺
事
件
˜
手
K
J
Œ
g
V
e

―
」
（
日
本
基
督
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
%
二
〇
一
五
年
九

月
十
二
日
%
桜
美
林
大
学
）

講
演

山
形
学
院
高
等
学
校
校
内
研
修
会
講
演
「
¦
»
À
Ü
æ
m
前
進
」
（
山
形
学
院
高
等
学
校
%
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
六
日
）

講
座
（
関
西
神
学
塾
／
政
治
・
宗
教
思
想
研
究
会
%
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）

「
初
期
¨
æ
μ
Ä
教
j
I
P
‘
「
読
‚
」
行
為
（
一
）
」
（
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
日
%）

「
初
期
¨
æ
μ
Ä
教
j
I
P
‘
「
読
‚
」
行
為
（
二
）
」
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
七
日
）

「
Ÿ
£
μ
m
「
神
m
国
」
理
解
m
一
断
面

―
『
ç
¦
j
Š
‘
福
音
書
』
十
七
章
二
十
―
二
十
一
節
g
m
関
連
f

―
」
（
二
〇

一
五
年
六
月
二
十
二
日
）

「
初
期
¨
æ
μ
Ä
教
j
I
P
‘
弟
子
像
変
遷
m
軌
跡
（
一
）
」
（
二
〇
一
五
年
十
月
十
八
日
）

「
初
期
¨
æ
μ
Ä
教
j
I
P
‘
弟
子
像
変
遷
m
軌
跡
（
二
）
」
（
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
九
日
）

「
宗
教
%
暴
力
%
\
V
e
『
³
Ï
æ
Â
4
』
」
（
二
〇
一
六
年
一
月
三
十
日
）



( B )

調
査

¦
ç
Ä
諸
団
体
m
動
向
j
関
X
‘
資
料
収
集
（
真
宗
教
化
·
ï
»
ú
V
™
‹
™
交
流
館
%
二
〇
一
六
年
二
月
十
九
日
）

田

中

一

裕

教
授

論
文
「A

ccu
m

u
la

tio
n

o
f
g
ly

ce
ro

l
a
n
d

m
y
o
-in

o
sito

l
in

th
e

o
v
erw

in
te

rin
g

n
y
m

p
h
s

o
f
th

e
w

o
lf

sp
id

e
r
P
ardosa

astrigera

(
A

ra
n
e
a
e:

L
y
co

sid
a
e
)

」
（A

cta
A

rach
n
o
lo

g
ica

,

二
〇
一
五
年
八
月
）

論
文
「
›
ª
Ä
«
å
Ñ
˜
用
C
^
»
Ú
É
©
Ì
£
m
自
然
条
件
下
f
m
歩
行
活
動
m
記
録
―
小
学
校
理
科
教
育
f
m
応
用
m
可
能
性

―
」
（
芦
屋
大
学
論
叢
%
二
〇
一
五
年
八
月
）

講
演
「
家
m
周
Œ
˜
観
察
V
Š
E
」
C
L
C
L
学
園
石
巻
校
（
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
%
東
松
島
市
¯
Û
:
Ç
Â
4
ú
·
ï
»
ú

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
）

学
会
報
告
「
化
性
m
移
行
地
帯
（
仙
台
市
）
j
I
P
‘
Ú
¼
å
μ
¶
m
生
活
史
」
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
%
山
形
大
学
小
白
川
¨

9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
）

学
会
報
告
「
自
然
条
件
下
f
m
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
m
羽
化
時
刻

温
度
周
期
m
重
要
性
」
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
%
山

形
大
学
小
白
川
¨
9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
）

学
会
報
告
「
温
度
較
差
K
¦
Ÿ
¯
m
羽
化
時
刻
j
I
Š
{
X
影
響
」
日
本
昆
虫
学
会
東
北
支
部
会
%
è
Ÿ
ª
±
Ÿ
Å
×
Â
ç
~
i
g

†
（
二
〇
一
五
年
七
月
一
五
日
）

学
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